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第３回 南成瀬地区新たな学校づくり基本計画検討会 議事要旨 
 

 

開催日時 202２年４月１９日（火） ９：３１～１１：１４ 

開催場所 町田市立南成瀬小学校 ２階なんなるルーム 

出席者 

(敬称略) 

委員 尾上委員、緑川委員、井伊委員、戸木田委員、柴田委員、福士委員、小山委

員、沖委員、赤澤委員、上野委員、小室委員、○隅田委員、◎木下委員、木

原委員（◎会長○副会長） 

事務局 教育総務課、新たな学校づくり推進課、施設課、学務課、保健給食課、指導

課、教育センター 

（委託業者）株式会社教育施設研究所 

傍聴者 ０名 

 

議事内容 

１ 第２回基本計画検討会振り返り 

新たな学校推進課 （資料１－１～１－２説明） 

 

２ 南成瀬地区の新たな学校の施設整備について 

委託業者  （資料２－１説明） 

隅田委員  （資料２－１のうち、校地の現況について説明） 

委託業者  （資料２－２～２－３説明） 

 

〔 ワークショップ 〕 

 

Ａグループ  共通の意見は西側道路の狭さ対策として南西側の角に入口を設置する意見が出

た。また、北側ももっと見通しの良い入口を作る方法はないかとの意見があった。他

にも給食室と普通教室は離したほうが良い、１年生の教室、放課後教室や特別教室

は安全面を考えて１階が良いとの意見があった。 

 Ｃ案は、廊下が長く児童が走ってしまうのではないか、グラウンドが狭くなって

しまうことに心配だという意見があった。 

 Ｂ案では、普通教室はまとまりがあり使いやすそうだとの意見があった。他にも

プールのあった場所で野球などができると校庭を有効に使えるのではとの意見もあ

った。学童は車での学童の送り迎えを踏まえて駐車スペース等を設ける意見があっ

た。 

Ｂグループ  Ａ案が良いとの意見では、想定外の降水時に低いほうの土地で貯水機能を持てる

のではないか、グラウンドが南側にあることで校舎の日当たりが良くなるという意

見があった。Ａ・Ｂ案にも、Ｃ案のように南側に遊び庭があると良いとの意見があっ

た。また、全ての教室が同じ向き、同じ環境であったほうが良いとの意見があった。 

 Ｃ案については、Ｅ型の形状をした校舎の利点が分からないという声があった。

施設配置のイメージが想像できず、Ｃ案が良いとは思えないとの意見があった。他

にも遊び庭のところに目が届かなのではないか、Ｅ型の形状をした校舎を西側や東
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側にまとめて配置することを検討してはどうかとの意見があった。 

 共通して西側の歩道が狭いため、南西側の角に校門を設置して敷地内に児童を入

れる、緊急車両もそこから入れるのが良いのではとの意見があった。 

 他にも、校舎とかグラウンド以外に、雨に濡れない活動スペースとしてピロティ

ーとか屋上庭園などの半屋外スペースを取ると良い活動ができるのではとの意見が

あった。 

 まちともはグランドへの動線のため、グラウンドに面した出入口が良いとの意見

があった。 

 体育館などの避難所になるスペースは１階にあったほうが良いとの意見もあっ

た。 

 

３ 意見募集結果について 

新たな学校推進課 （資料３－１～３－２説明） 

   意見募集結果については、学校や地域の特色を反映できるよう、施設整備内容や

学校名などこの検討会での各検討の参考資料として活用していく。 

 

４ 学校名意見募集について 

新たな学校推進課 （資料４－１～４－３説明） 

   学校名については学校名意見募集を実施したうえで、その結果を確認しながら検

討する。この検討会で３案を選定し、最終的に選定基準に沿って教育委員会で１案

に絞っていく。2023年度以降の議会の承認を経て、統合のある2025年度から新し

い学校名を使用したい。 

委員  今の小学校の名前を残す選択はあるのか。 

新たな学校推進課 統合新設校の学校名選定基準の中に、現在の学校名を使ってはいけないという規

 定は設けていないため、南第二小学校も南成瀬小学校の可能性はある。 

   統合新設校の学校名としてどのような学校名が適切かというのを考えるためにこ

のアンケートを実施する。 

委員  学校名選定基準にある長い名前とは、何文字ぐらいか。 

新たな学校推進課 具体的に何文字という決まりはない。町田市内にある学校では、「南つくし野小学

校」が文字数として長い名前になる。読みの文字数では、「鶴川第一小学校」などが

８文字ある。長い名前とならないようにするというのは、長いと言いにくい、使いに

くいというところを避けたいという趣旨。 

委員  ３案程度に絞るときに、文字数なども考慮しながら絞っていくという感じか。 

新たな学校推進課 お見込みのとおり。長くても地域の特色を表しているということであれば、それ

 を選ぶということもあり得るとは思う。 

委員  例えば、恩田川が近いので恩田小学校という名前をつけたときに、横浜市には恩

田小学校があるが、そことの区別をつければ重複しても問題ないのか。 

新たな学校推進課 他の自治体に同じ学校名があるから使えないということはない。ただし、近くに



資料 1-1  

 3 

同じ名前の小学校できると混合してしまう恐れもある。そのような視点も踏まえて、

この検討会で議論して判断することになる。 

委員  対象者について、地域の方や卒業生の意見などは募集できないか。 

新たな学校推進課 まず、約１０とあるのは町内会・自治会の数。町内会・自治会に個別に相談しなが

ら、多くの地域の声を集められるように実施する。卒業生については、上記以外の市

民として、卒業生に限らず誰でも意見を出せる。 

   この地域の学校に愛着を持っている方々から意見を集めることが今回の目的のた

め、良い手段があれば教えていただきたい。 

 

５ 育てたい子ども像について 

新たな学校推進課 （資料５－１～５－２説明） 

   今回は基本情報の共有ということで意見募集の結果の概要をお伝えする。次回の

検討会で委員の皆様お一人お一人のご意見を言っていただく時間を作る。意見募集

結果を見ていただき、意見をまとめておいてほしい。 

 

６ 第４回基本計画検討会開催概要 

新たな学校推進課 ２０２２年５月１７日（火曜日）９時３０分～南第二小学校 

    （希望者のみ）９時～南第二小学校地・校舎見学 

 

７ 閉会 

会長  （閉会の挨拶） 


